
興奮状態の時に「小さい声っ
て?」「ありさんの声で」と伝えた
り、手や指で‟小さい“を分かり
やすく表現して見せてあげること
も大切になります。

大人が小さな声で話すと「なになに?」と集中して聞いてくれ
ようとします。その時に今の状況やどうして欲しいかを伝える
ことで、子どもなりに考えて行動してくれると思います♪

目を見て小さな声で話す

外出や友だちの家に行った際など、今は静かにする
場面！と言うところで、子どもが興奮状態で、保護
者の言葉が伝わらず、さらに盛り上がってしまう…
なんてことはありませんか？

わかりやすい言葉や
表現で伝える

どうか今だけ!

静かにして欲しい時!!

それでも難しい時には、
一度場所を変えると落ち
着くことも！今の状況とど
うして欲しいかを伝え、ま
た元の場所に戻ることも
良いでしょう♪

場所を変える

ただ「静かにして！」だけでは伝わりません。子ども心をくすぐりなが
ら伝えることによって、周りの状況を知る機会になり、自分はどうした
ら良いか？と考えて行動する経験値として残ると思います。怒るのでは
なく、伝える大切な場面として楽しんで下さいね♪
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